




ロγ酸よ bなる鎖昧分子をあらわし， mは鎖献分子聞の結合を示している. との場合ml土単な
る物理的た会合を意味すると考えるものもあり，主価結合即ち鎖蹴分子聞の ester，1actone， 
anhydride bridge等の結合を想像し℃いるものもあ急.又 Palmer等は鎖扶分子内にも 1-
4 galacturonide以外の結合を考えている.
トマトの dep01ymera記は平均分子量約5の limitpolygalacturonideを残し， PGは更















塩酸にて pH2.0とした40%酒精て吃倒産後水に溶解し，同量の O.INNaOH 溶液を添加し，
150Cに45分間放置後塩酸酸性とたし，沈澱を酒精にて洗糠後室温にないで乾燥した.調製し
た基質段目lI"lichの te甘'agalacturon酸cに相当するものであるが， 4量体ではなくもっと
高分子のガラグチユロ γ酸重合体である.しかし便宜k本報でほとれを te仕agalacturon酸 c
と呼んでおし酵素作用の条件:1 % tetragalacturon酸c溶液5，Michaelis v acetate 
buffer 1，酵素液4v割合にて， pH 5.0 (B. mesentericusの場合は McIlvaineの buffer




れた.アルカ Fに溶解して0.5%溶液とたし pH5.0において比粘度を測定した結果 te仕a-
ga1acturon酸cは0.286，ベクチン酸は1.379であった.誌の N/lOI2消費 m1数〈沃度価〉
は te甘agalact町 on酸5.9，ベクチン酸2.8であった. tetragalacturon酸cはペクチン酸
より分子量が小さいと思われる.酵素によって tetragalacturon酸cがペタチγ酸より速に分
[農学研究第41巻第3号 1!l8-130 1954) (128) 
Enzymic Decomp制 tionof Polygalacturonide 
Reaction time (hrs.) H 28 40 
B. me認ntericuS4I Degmded pectic azid 1.94 2.16 2.16 
OriginaJ開cticacid G.62 1.03 1.30 
{民抑制問icacid 1.59 2.G1 2.20 Tomato or凶国1pectic acid 1.2 1.6'1 1.78 
{民抑制 p~tlc acid 4.50 4.OO 1;50 Pen. expansum 
OriginaJ p伎ticacid 1. 29 1.，98 2.38 
{Dmded PMiCMd 0.64 1.23 1.69 Carrot 
Original pectic acid 0.39 0.67 0.69 
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〈第13報訂正〕
Clostridium pectinovorumは1% d-galacturon酸， 0.5%ベプトシ， 0.2% K2HP040.Z 
% NaH.PO‘0.05% MgSO~ 7H2 0 (NaOHにて pH6.5に調節する〉よりたる樗養液にぽ
35CCに於て繁殖したかった.同じ樗養液に gluc伺 eを1%添加したものには瓦斯を発生して
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